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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第43期

第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 10,616 12,464 21,057

経常利益 (百万円) 1,830 1,692 2,985

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,555 1,622 2,302

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,215 2,069 2,105

純資産額 (百万円) 22,691 25,395 23,465

総資産額 (百万円) 123,711 130,087 130,806

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 69.20 72.12 102.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 18.3 19.4 17.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,011 5,013 △615

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 82 △320 △85

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,059 △2,954 △35

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,022 9,080 7,330
 

 

回次
第43期

第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 34.37 46.43
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「役員株式給付

信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式

会社（信託Ｅ口）が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表」の「連結の範囲又は持

分法適用の範囲の変更」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善、個人消費の回復を背景に緩やかな回復基調

で推移しております。

当リース業界におきましては、平成29年４月～９月累計のリース取扱高（公益社団法人リース事業協会統計）

は、工作機械、土木建設機械が増加した一方、産業機械が減少となった結果、前年同期比6.3％減となっておりま

す。

当社グループでは、平成29年４月に事業開発部を開設し、また、新規連結子会社キューディーアセット株式会社

にてストレージ事業へ参入いたしました。さらに同５月に東京支店を開設するなど、当社グループの強みである情

報力と各事業の融合による多様な商品ラインナップで顧客ニーズへの対応を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、リース・割賦事業、フィービジネス事業が堅調に推

移し増収となり、売上高は12,464百万円（前年同期比17.4％増）となりましたが、販売用不動産売却益の減少によ

り、営業利益は1,704百万円（前年同期比9.1％減）、経常利益は1,692百万円（前年同期比7.6％減）となりまし

た。なお、親会社株主に帰属する四半期純利益は、賃貸不動産売却益の計上などにより1,622百万円（前年同期比

4.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 
① リース・割賦

新規実行高は商業用設備や土木建設機械の取組を中心に前年同期を上回りました。また、リース料収入の増加

に加え、物件売却収入が増加したことにより、売上高は9,189百万円（前年同期比30.7％増）となりましたが、貸

倒引当金繰入額の増加によりセグメント利益（営業利益）は648百万円（前年同期比4.5％減）となりました。な

お、営業資産残高は62,270百万円（前期末比1.3％減）となりました。

 

② ファイナンス

融資手数料収入などの減少により売上高は463百万円（前年同期比12.7％減）、さらに貸倒引当金戻入益の減少

などにより、セグメント利益（営業利益）は287百万円(前年同期比26.5％減)となりました。なお、営業資産残高

は20,172百万円（前期末比5.1％減）となりました。

 

③ 不動産

前年下半期に取得した賃貸不動産が寄与し、不動産賃貸収入は増加いたしましたが、不動産売却収入の減少に

より売上高は2,415百万円（前年同期比10.7％減）、セグメント利益（営業利益）は828百万円（前年同期比6.3％

減）となりました。なお、営業資産残高は29,485百万円（前期末比2.1％減）となりました。

 

④ フィービジネス

保険代理店収入や自動車リースの紹介手数料収入が増加したことにより、売上高は265百万円（前年同期比

16.1％増）となり、セグメント利益（営業利益）は123百万円（前年同期比22.1％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は130,087百万円（前期末比0.5％減）と前連結会計年度末に比べ718百万

円の減少となりました。これは主に営業貸付金の減少1,082百万円、賃貸不動産の減少640百万円、投資有価証券の

増加972百万円などであります。

　負債合計は104,692百万円（前期末比2.5％減）と前連結会計年度末に比べ2,648百万円の減少となりました。これ

は主に借入金の減少2,300百万円、社債の減少488百万円などであります。

　純資産合計は25,395百万円（前期末比8.2％増）と前連結会計年度末に比べ1,929百万円の増加となりました。こ

れは主に利益剰余金の増加1,456百万円、その他有価証券評価差額金の増加445百万円などであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは5,013百万円の資金流入となり、前第２四半期連結累計期間に比べ998百

万円の収入減となりました。主な変動要因は、賃貸資産の売却による収入1,018百万円(前年同期比5,018百万円の

収入減)、営業貸付金の減少による収入985百万円(前年同期は597百万円の支出)、リース債権及びリース投資資産

の減少による収入656百万円(前年同期は205百万円の支出)、割賦債権の増加による支出96百万円(前年同期比388

百万円の支出減)、賃貸資産の取得による支出144百万円(前年同期比233百万円の支出減)などであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは320百万円の資金流出(前第２四半期連結累計期間は82百万円の資金流入)

となりました。主な変動要因は、投資有価証券の取得による支出338百万円(前年同期比223百万円の支出増)、定

期預金の払戻による収入19百万円(前年同期比97百万円の収入減)、投資有価証券の売却及び償還による収入１百

万円(前年同期比82百万円の収入減)などであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは2,954百万円の資金流出となり、前第２四半期連結累計期間に比べ2,104

百万円の支出減となりました。主な変動要因は、長期・短期借入金の純増減額(支出)2,300百万円(前年同期比

2,028百万円の支出減)、配当金の支払額165百万円(前年同期比71百万円の支出減)などであります。

 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,749百万円

増加し9,080百万円となりました。
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(4) 特定金融会社等の開示に関する内閣府令に基づく営業貸付金の状況

「特定金融会社等の開示に関する内閣府令」（平成11年５月19日　大蔵省令第57号）に基づく、当社における営

業貸付金の状況は次のとおりであります。

 

① 貸付金の種別残高内訳

平成29年９月30日現在

貸付種別 件数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％) 平均約定金利(％)

消費者向      

無担保（住宅向を除く） ― ― ― ― ―

有担保（住宅向を除く） ― ― ― ― ―

住宅向 5 3.91 1 0.01 5.50

計 5 3.91 1 0.01 5.50

事業者向      

計 123 96.09 24,224 99.9 3.68

合計 128 100.00 24,225 100.00 3.68
 

 

② 資金調達内訳

平成29年９月30日現在

借入先等 残高(百万円) 平均調達金利(％)

金融機関等からの借入  85,562 0.76

その他  4,154 1.01

 社債・ＣＰ 2,734 0.68

合計 89,716 0.77

自己資本  26,217 ―

 資本金・出資額 2,933 ―
 

 
③ 業種別貸付金残高内訳

平成29年９月30日現在

業種別 先数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

製造業 ― ― ― ―

建設業 ― ― ― ―

電気・ガス・熱供給・水道業 3 4.35 3,305 13.65

運輸・通信業 2 2.90 273 1.13

卸売・小売業、飲食店 1 1.45 27 0.11

金融・保険業 1 1.45 175 0.72

不動産業 23 33.33 12,472 51.48

サービス業 34 49.27 7,971 32.90

個人 5 7.25 1 0.01

その他 ― ― ― ―

合計 69 100.00 24,225 100.00
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④ 担保別貸付金残高内訳

平成29年９月30日現在

受入担保の種類 残高(百万円) 構成割合(％)

有価証券  2,384 9.84

 うち株式 ― ―

債権  2,427 10.02

 うち預金 ― ―

商品  ― ―

不動産  18,799 77.60

財団  ― ―

その他  614 2.53

計 24,224 99.99

保証  ― ―

無担保  1 0.01

合計 24,225 100.00
 

 

⑤ 期間別貸付金残高内訳

平成29年９月30日現在

期間別 件数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

１年以下 30 23.44 1,771 7.31

１年超  ５年以下 54 42.19 12,049 49.74

５年超  10年以下 22 17.19 6,829 28.19

10年超  15年以下 16 12.50 3,308 13.66

15年超  20年以下 2 1.56 73 0.30

20年超  25年以下 3 2.34 152 0.63

25年超 1 0.78 41 0.17

合計 128 100.00 24,225 100.00

一件当たり平均期間          5.00年
 

(注)  期間は、約定期間によっております。なお、残存期間別貸付金残高内訳は以下のとおりであります。

 

平成29年９月30日現在

 期間別 残高(百万円) 構成割合(％)

 １年以下 12,995 53.64

 １年超  ５年以下 8,884 36.67

 ５年超  10年以下 2,346 9.69

 10年超 ― ―

 合計 24,225 100.00
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,000,000

計 68,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,952,374 25,952,374
東京証券取引所（市場第二部）

福岡証券取引所
単元株式数は100株
であります。

計 25,952,374 25,952,374 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年９月30日 ― 25,952,374 ― 2,933 ― 819
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

福岡地所株式会社 福岡県福岡市博多区住吉１丁目２番25号 4,300 16.57

コカ・コーラウエスト株式会社 福岡県福岡市東区箱崎７丁目９番66号 2,000 7.71

株式会社シティアスコム 福岡県福岡市早良区百道浜２丁目２番22号 1,683 6.49

ロイヤルホールディングス株式会社 福岡県福岡市博多区那珂３丁目28番５号 1,405 5.41

資産管理サービス信託銀行株式会社
（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 1,251 4.82

オリックス株式会社 東京都港区浜松町２丁目４番１号 1,200 4.62

株式会社西日本シティ銀行 福岡県福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 1,155 4.45

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（退職給付信託ゼンリン口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,099 4.23

住友三井オートサービス株式会社 東京都新宿区西新宿３丁目20番２号 600 2.31

株式会社宮崎太陽銀行 宮崎県宮崎市広島２丁目１番31号 600 2.31

計 ― 15,293 58.93
 

(注) １　自己株式を大量に保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりません。

　　その内容は次のとおりです。

　　　保有株式数  2,190,244株　　株式保有割合 8.44％

２　上記所有株式のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　 資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)　　　　　　　　　   1,251,300株

　 日本マスタートラスト信託銀行株式会社(退職給付信託ゼンリン口)   1,099,000株

３　「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」の信託財産として資産管理サービス信託

銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する株式1,251,300株(4.82％)については、四半期連結財務諸表においては

自己株式として表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,190,200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,758,800 237,588 ―

単元未満株式 普通株式     3,374 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 25,952,374 ― ―

総株主の議決権 ― 237,588 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

２ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-

ESOP)」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する株式1,251,300株(議決

権の数12,513個)が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
九州リースサービス

福岡市博多区博多駅前
４丁目３番18号

2,190,200 ― 2,190,200 8.44

計 ― 2,190,200 ― 2,190,200 8.44
 

(注) 「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」の信託財産として資産管理サービス信託銀行

株式会社(信託Ｅ口)が所有する株式1,251,300株については、上記の自己株式等に含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,330 9,080

  売掛金 295 33

  割賦債権 12,837 13,056

  リース債権及びリース投資資産 42,319 41,566

  営業貸付金 ※２  21,206 ※２  20,124

  賃貸料等未収入金 182 184

  販売用不動産 1,121 932

  その他 685 496

  貸倒引当金 △366 △343

  流動資産合計 85,612 85,130

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸資産   

    賃貸不動産（純額） 29,615 28,975

    その他（純額） 7,912 7,647

    賃貸資産合計 37,528 36,622

   社用資産 1,370 1,261

   有形固定資産合計 38,898 37,883

  無形固定資産 478 471

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,905 5,878

   その他 ※１,※２  911 ※１,※２  723

   投資その他の資産合計 5,816 6,601

  固定資産合計 45,193 44,956

 資産合計 130,806 130,087
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,080 1,772

  短期借入金 31,379 30,156

  1年内償還予定の社債 1,476 1,326

  未払法人税等 340 612

  引当金 121 121

  その他 3,452 4,082

  流動負債合計 38,849 38,072

 固定負債   

  社債 1,746 1,408

  長期借入金 56,483 55,405

  引当金 16 17

  退職給付に係る負債 405 372

  資産除去債務 221 242

  その他 9,617 9,174

  固定負債合計 68,490 66,619

 負債合計 107,340 104,692

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,933 2,933

  資本剰余金 835 835

  利益剰余金 18,936 20,392

  自己株式 △1,070 △1,063

  株主資本合計 21,634 23,096

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,820 2,265

  繰延ヘッジ損益 △10 △8

  その他の包括利益累計額合計 1,809 2,257

 非支配株主持分 21 40

 純資産合計 23,465 25,395

負債純資産合計 130,806 130,087
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 10,616 12,464

売上原価 7,837 9,706

売上総利益 2,779 2,757

販売費及び一般管理費 ※１  905 ※１  1,053

営業利益 1,874 1,704

営業外収益   

 受取配当金 43 43

 その他 18 15

 営業外収益合計 61 58

営業外費用   

 支払利息 57 55

 為替差損 45 －

 持分法による投資損失 － 4

 その他 1 10

 営業外費用合計 104 70

経常利益 1,830 1,692

特別利益   

 賃貸不動産売却益 75 432

 社用資産売却益 － 44

 投資有価証券売却益 56 －

 特別利益合計 132 476

特別損失   

 災害による損失 63 －

 特別損失合計 63 －

税金等調整前四半期純利益 1,899 2,168

法人税、住民税及び事業税 510 576

法人税等調整額 △166 △29

法人税等合計 344 547

四半期純利益 1,555 1,621

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,555 1,622
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 1,555 1,621

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △341 445

 繰延ヘッジ損益 2 2

 その他の包括利益合計 △339 448

四半期包括利益 1,215 2,069

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,216 2,070

 非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △1
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,899 2,168

 減価償却費 542 540

 為替差損益（△は益） 22 △3

 賃貸不動産売却損益（△は益） △75 △432

 社用資産売却損益（△は益） － △44

 災害による損失 63 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △73 10

 引当金の増減額（△は減少） 0 0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2 △26

 受取利息及び受取配当金 △44 △44

 資金原価及び支払利息 388 370

 持分法による投資損益（△は益） － 4

 投資有価証券売却損益（△は益） △56 －

 割賦債権の増減額（△は増加） △484 △96

 
リース債権及びリース投資資産の増減額（△は
増加）

△205 656

 営業貸付金の増減額（△は増加） △597 985

 販売用不動産の増減額（△は増加） 352 175

 賃貸資産の取得による支出 △377 △144

 破産更生債権等の増減額（△は増加） 29 111

 仕入債務の増減額（△は減少） 72 △307

 賃貸資産の売却による収入 6,036 1,018

 その他 △877 696

 小計 6,613 5,640

 利息及び配当金の受取額 43 43

 利息の支払額 △390 △366

 法人税等の支払額 △255 △304

 営業活動によるキャッシュ・フロー 6,011 5,013

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 － △19

 定期預金の払戻による収入 117 19

 社用資産の取得による支出 △12 △22

 社用資産の売却による収入 － 121

 無形固定資産の取得による支出 △130 △125

 有価証券の売却及び償還による収入 100 －

 投資有価証券の取得による支出 △114 △338

 投資有価証券の売却及び償還による収入 83 1

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式等の取得に
よる収入

－ 25

 その他 38 17

 投資活動によるキャッシュ・フロー 82 △320
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △500 △1,500

 長期借入れによる収入 9,318 10,700

 長期借入金の返済による支出 △13,147 △11,500

 社債の償還による支出 △488 △488

 配当金の支払額 △236 △165

 非支配株主への配当金の支払額 △4 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー △5,059 △2,954

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,011 1,749

現金及び現金同等物の期首残高 8,010 7,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  9,022 ※１  9,080
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　連結の範囲の重要な変更

キューディーアセット株式会社の株式を取得したことにより、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含め

ております。

 
(追加情報)

　（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役及び監査役(社外取締役及び社外監査役を除く)に対する業績連動型株式報酬制度「役員株式給

付信託(BBT)」及び一定の要件を満たした従業員に当社株式を給付するインセンティブプラン「従業員株式給付信

託(J-ESOP)」を導入しております(以下、合わせて「本信託」という。)。

本信託が所有する当社株式は、四半期連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しており、当

該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において376百万円、1,273,600株、当第２四半期連結会

計期間末において370百万円、1,251,300株であります。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

その他 1,304百万円 1,334百万円
 

 

※２ 特定金融会社等の会計の整理に関する内閣府令に基づく営業貸付金に係る不良債権の状況（投資その他の資産

「その他」に含まれる貸付金を含む）

　　　(1)延滞債権

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

 166百万円 51百万円
 

延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的

として利息の支払を猶予したもの以外のものであります。

 

　　　(2)貸出条件緩和債権

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

 374百万円 314百万円
 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、破綻先債権、延滞債権及び

３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

貸倒引当金繰入額 △79百万円 17百万円

給料手当 349百万円 356百万円

賞与 116百万円 115百万円

退職給付費用 31百万円 34百万円

減価償却費 37百万円 47百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 9,022百万円 9,080百万円

現金及び現金同等物 9,022百万円 9,080百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月25日
取締役会

普通株式 237 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金12百万円が含まれておりま

す。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月９日
取締役会

普通株式 118 5.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金６百万円が含まれておりま

す。

 
当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月24日
取締役会

普通株式 166 7.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金８百万円が含まれておりま

す。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月８日
取締役会

普通株式 118 5.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金６百万円が含まれておりま

す。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

ファイナ
ンス

不動産
フィー
ビジネス

計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

7,031 530 2,704 228 10,496 120 10,616 ― 10,616

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 7,031 530 2,704 228 10,496 120 10,616 ― 10,616

セグメント利益 679 391 884 101 2,055 24 2,079 △205 1,874
 

(注) １. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電事業、物品販売等を含んで

おります。

２. セグメント利益調整額△205百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

ファイナ
ンス

不動産
フィー
ビジネス

計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

9,189 463 2,415 265 12,333 130 12,464 ― 12,464

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 9,189 463 2,415 265 12,333 130 12,464 ― 12,464

セグメント利益 648 287 828 123 1,887 33 1,921 △217 1,704
 

(注) １. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電事業、物品販売等を含んで

おります。

２. セグメント利益調整額△217百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。　

 
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。　

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

 

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 69円20銭 72円12銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 1,555 1,622

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(百万円)

1,555 1,622

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,473,561 22,494,614
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

　　 ２ 株主資本において自己株式として計上されている信託が所有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　　１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計

期間において1,288,598株、当第２四半期連結累計期間において1,267,515株であります。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

 
第44期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当について、平成29年11月８日開催の取締役会にお

いて、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　 118百万円

②　１株当たりの金額      　                     ５円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成29年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月８日

株式会社九州リースサービス

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  竹　之　内　　髙　司 　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  室　　井  　 秀　夫   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社九

州リースサービスの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年

７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社九州リースサービス及び連結子会社の平成29年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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